
県スキー選手権

男子15㌔クラシカルを制

した宮澤健二選手（松代

高2年）

県スキー選手権

中学生ながらも少年女子

5㌔クラシカルで4位入

賞を果たした関谷有希選

手（松代中2年）
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　　　　　　　　　　　　関谷町長より激励を受ける選手

（写真提供：上越タイムス）

蹴

左から関谷則和、羽鳥一徳、宮澤健二、斉

木勝紀、斉藤雄治、小堺直人の各選手

左から関谷和樹、関谷智美、関谷有希の

各選手

火災から文化財を守ろう
　1月26目は文化財防火デーでした。

　昭和24年のこの目は、法隆寺金堂の1300年の歴史を持つ

目本最古の壁画が焼損しました。文化財は、多くの人々の

さまざまな工夫と努力によってわたしたちに引き継がれたものです。

　当町にも、昭和53年に国の重要文化財に指定された松苧神社があ

ります。昭和55年から6年をかけて解体復元工事を行った際に、明

応6巳丁年（1497年）の建築物で、県内最古のものであることがわ

かりました。

　こうしたわたしたちの貴重な文化財を守るためにも、次のことに

配慮し文化財の防火に努めましょう。

　文化財の近くでの喫煙はやめましょう。

　文化財周辺の環境の整理整頓に努めましょう。

主
な
内
容

昨年”月に孟地小学校の皆さんが松苧神社の

清掃を行いました。

一第14回上石杯クロカンスキー．．②一③

　スキー一大会結果ほか……………④～⑤

　冬の陣プログラムほか…………⑥～⑦

新年子どもまつりほか…………⑧～⑨
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上
石
杯
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
U
㎝
人
エ
ン
ト
リ
U
で
開
催

地
元
か
ら

宣
、

選。

　
第
1
4
回
上
石
巌
杯
争
奪
松
代
町
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
1
月
3
0
日
、

松
代
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
少
雪
の
中
で
行
わ
れ
た
今
回
は
、

昨
年
を
上
回
る
6
6
校
、
謂
人
の
参
加

受
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
、
大
会
会
長
の
高
橋
教
育
長

は
「
こ
の
大
会
か
ら
は
多
く
の
優
秀

な
選
手
を
出
し
て
い
ま
す
。
少
雪
で

コ
ー
ス
が
変
更
と
な
る
な
ど
、
条
件

は
良
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
最
善

の
努
力
で
皆
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

優
勝

3
立

　
　
｛

若
月
ゆ
か
り
さ
ん
松
代
中

（
中
学
生
女
子
2
・
3
年
生
の
部
）

小
堺
裕
司
く
ん

（
中
学
生
男
子
－
年
生
の
部
）

　
ま
た
、
松
代
中
学
校
ク
ロ
カ
ン
ス

キ
ー
部
主
将
の
池
田
翔
く
ん
（
3
年
）

は
「
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
選

手
宣
誓
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
若
月
ゆ
か
り
さ
ん
（
松

代
中
2
年
）
が
中
学
生
女
子
2
・
3

年
生
の
部
で
優
勝
。
ま
た
、
小
堺
裕

司
君
（
松
代
中
1
年
）
が
中
学
生
男
子

－
年
の
部
で
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
参
加
校
及
び
大
会
成
績
は
表
の
と

お
り
で
す
．

　
今
回
の
大
会
は
、
開
催
の
最
終
決

定
が
2
3
日
に
決
ま
る
な
ど
、
少
雪
の

た
め
最
後
ま
で
開
催
が
あ
や
ぶ
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
ま
で
に
コ
ー

ス
に
雪
を
ダ
ン
プ
カ
ー
で
入
れ
る
な

ど
対
応
を
行
い
ま
し
た
が
、
5
キ
。
コ
ー

ス
は
断
念
し
3
キ
。
コ
ー
ス
を
使
っ
て

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

中
学
男
子
1
年
の
部
及
び
2
・
3
年

の
部
が
コ
ー
ス
全
長
1
0
キ
。
か
ら
6
キ
。

へ
、
ま
た
、
同
じ
く
5
キ
。
コ
ー
ス
を

使
う
中
学
生
女
子
1
年
と
2
・
3
年

の
部
及
び
小
学
生
男
子
4
年
の
部
と

5
・
6
年
の
部
が
5
キ
。
か
ら
3
キ
。
へ

そ
れ
ぞ
れ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

囹
受
賞
者
紹
介

o
若
月
ゆ
か
り
さ
ん

　
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
自

分
の
力
を
発
揮
で
き
ま
し
た
。
こ
の

力
を
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
全
国
大

会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。o

小
堺
裕
司
く
ん

　
来
年
は
、
も
っ
と
い
い
結
果
が
出

せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

轟

．
嚇ク

優勝した若月ゆかり選手3位の小堺裕司選手

（小学校の部）

男 女
学　　校　　名 市　町　村’名

4隼 5・6年 4年 5・6年
計

杉　野　　沢　小 妙高高原町 5 4 4 2 15
上　　組　　　小 長　　岡　　市 1 14 15
入　広　瀬　　小 入　広　瀬　村 1 3 4
中　　　郷　　　小 中　　郷　　村 2 6 11 19
妙　高　北　小 妙高高原町 8 6 1 6 21
吉谷小　S　C 小　千　谷　市 1 5 3 9
中　之　　島　小 塩　　　沢　　町 1 8 3 12
貝　　　野　　　小 中　　里　　村 3 3
孟　　　地　　　小 松　　代　　町 5 2 2 9
西　　　　　　小 十　日　町　市 1 9 1 11
松之山　S　J 松　之　山　町 3 7 8 18
吉　　　田　　　小 十　日　町　市 2 14 3 9 28
津　　　南　　　小 津　　南　　町 1

ノ 4 5 10
姫　川　原　　小 新　　井　　市 1 1
安　　　塚　　　小 安　　塚　　町 5 13 4 4 26
牧ジュニアレーサーズ 牧　　　　　　村 1 7 1 2 11
十日町クロカンクラブ 十　日　町　市 1 4 2 3 10
岡　沢　　R　　C 中　　郷　　村 7 7
妙　高　南　　小 妙高高原町 8 2 3 13
浦　　　田　　小 松　之　山　町 1 2 3 4 10
原　　　通　　　小 妙　　高　　村 1 2 2 5 10
関　　　山　　　小 妙　　高　　村 5 13 2 9 29
第一上田小 塩　　沢　　町 1 1
西五十沢小 六　　　日　　町 1 1
大　　　巻　　　小 zノ 1 5 3 9
北　　　辰　　　小 zノ 1 2 3
六　　日　町　小 zノ 2 2
鐙　　　島　　　小 十　日　町　市 5 11 3 3 22
松　　　代　　　小 松　　代　　町 4 9 4 4 21
川西町JXC 川　　西　　町 5 2 7
真　　　田　　　小 十　日　町　市 1 1
下　　　条　　　小 十　日　町　市 4 3 7
奴　奈　川　　小 松　　代　　町 4 4 2 10
五　　日　町　小 六　　　日　　町 2 4 6
計43校 4市8町5村 78 249 50 128 505

第14回上石巌杯争奪松代町クロスカントリースキー大会参加学校名

（中学校の部）

男 女
学　　校　　名 市　町　村　名

1年 2・3年 1年 2・3年
計

十日　町南中 十　日　町　市 2 2 2 6
津南　J　R　C 津　　南　　町 4 5 1 4 14
小　　　出　　　中 小　　出　　町 6 3 1 10
中　　　郷　　　中 中　　郷　　村 2 4 2 8
上　　　郷　　　中 津　　南　　町 1 2 3
松　　之　　山　　中 松　之　山　町 1 10 11
入　広　　瀬　　中 入　広　瀬　村 2 2 4
川　　　西　　　中 川　　　西　　　町 5 1 4 10
牧ジュニアレーサーズ 牧　　　　　　村 2 5 7
吉　　　田　　　中 十　日　町　市 4 8 6 1 19
小　　千　　谷　　中 小　千　谷　市 6 4 3 3 16
城　　　内　　　中 六　　　日　　町 1 1
六　　日　町　　中 君ノ 1 1 2
大　　　巻　　　中 君ソ 4 4
塩　　　沢　　　中 塩　　沢　　　町 1 1 2
下　　　条　　　中 十　日　町　市 10 3 13
松　　　代　　　中 松　　代　　町 2 6 3 2 13
安　　　塚　　　中 安　　塚　　町 2 3 1 6

町立妙高中 妙高高原町 2 1 1 2 6
新　　　井　　　中 新　　井　　市 4 8 1 4 17
計　20校 3市9町3村 40 83 23 27 172

（小学校の部）

6774市9町5村総計63校

学　　校　　名 市　晦　村　名
男 女

計
4年 5。6年 4年 5・6年

津南　J　R　C
外　　丸　　S　C

塩　　　沢　　　小

津　　南　　町

津　　南　　町

塩　　沢　　　町

5 4
9
1
2

1 4
2
7

8
1
7
1
9

川　　治　　X　　C

仙　　　田　　　小

松　　　里　　　小

十　日　町　市

川　　　西　　町

松　之　山　町 1
1

4
3
4

2

4
1
1

11

4
6

真　人　　S　C
矢　　　代　　　小

片　　　貝　　　小

小　千　谷　市

’新　　井　　市

中　　郷　　村 5
4
4

8
1
2
7

5
3

4
2
5

22
18
19

2
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磁
　
欝【
小
学
生
】

▽
女
子
4
年
の
部
　
①
笹
川
恵
理
（
関

山
）
②
竹
田
菜
穂
子
（
杉
野
沢
）
③

筑
田
夏
実
（
妙
高
南
）
④
竹
田
陽
香

　
　
　
　
　
　
　
唖

（
杉
野
沢
）
⑤
岡
田
未
奈
美
（
妙
高
南
）

⑥
尾
嶋
真
実
（
原
通
）
⑳
小
嶋
な
つ

み
（
孟
地
）
⑳
石
田
沙
織
（
同
）
⑳

斉
木
千
里
（
奴
奈
川
）
⑳
山
岸
玲
子

（
松
代
）
⑳
小
堺
真
央
（
奴
奈
川
）
⑳

市
川
正
恵
（
松
代
）
⑭
五
十
嵐
さ
く

ら
（
同
）
⑪
井
上
夏
未
（
同
）
⑬
柳

紗
千
香
（
奴
奈
川
）
⑭
牧
田
美
香
（
同
）

▽
女
子
5
・
6
年
の
部
　
①
笹
川
未
央

（
関
山
）
②
関
原
千
尋
（
同
）
③
筑
田

真
実
（
妙
高
南
）
④
志
賀
理
恵
子
（
津

南
J
R
C
）
⑤
丸
山
紗
也
加
（
妙
高

南
）
⑥
小
林
美
貴
（
下
条
）
⑲
小
嶋

ち
え
み
（
孟
地
）
⑮
斉
木
智
美
（
奴

奈
川
）
⑰
樋
口
沙
織
（
松
代
）
⑬
樋

ロ
友
佳
子
（
同
）
⑭
佐
藤
杏
美
（
同
）

⑰
五
十
嵐
里
花
（
同
）
⑲
山
本
睦
美

　
（
孟
地
）
⑭
佐
藤
愛
（
奴
奈
川
）

　
▽
男
子
4
年
の
部
　
①
小
山
内
優
太
（
関

　
山
）
②
小
島
佑
司
（
妙
高
北
）
③
志

　
賀
旭
（
松
之
山
S
J
）
④
佐
藤
智
也

　
（
北
辰
）
⑤
鴨
井
童
夢
（
杉
野
沢
）
⑥

　
桐
山
渉
（
妙
高
北
）
⑬
駒
形
知
彦
（
松

　
代
）
⑲
柳
太
志
（
同
）
⑪
五
十
嵐
春

　
彦
（
同
）
⑬
中
沢
政
文
（
奴
奈
川
）
⑲

　
中
沢
成
一
（
同
）
⑲
米
持
和
成
（
同
）
⑫

　
若
山
修
一
（
同
）
⑬
室
岡
優
紀
雄
（
松
代
）

　
▽
男
子
5
・
6
年
の
部
　
①
片
山
徹
（
妙

　
高
南
y
②
相
沢
達
也
（
松
之
山
S
J
）

　
③
田
中
裕
城
（
真
人
S
C
）
④
岡
田

　
安
正
（
岡
沢
R
C
）
⑤
遠
田
祐
貴
（
川

　
治
X
C
）
⑥
岡
田
篤
（
妙
高
南
）
⑰

　
若
井
光
男
（
松
代
）
㊥
鈴
木
康
彦
（
同
）

　
⑳
五
十
嵐
太
博
（
同
）
⑭
小
堺
里
志
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徹

年6　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

・
　
　
、
・
　
響
　
　
　
片

5生
　
欝

（
同
）
⑰
市
川
賢
司
（
同
）
⑥
井
上
智

晴
（
同
）
⑫
柳
悠
太
（
孟
地
）
⑭
斎

木
重
樹
（
同
）
⑭
石
田
道
春
（
同
）

⑰
鈴
木
寛
也
（
松
代
）
⑳
斎
木
明
穂

（
孟
地
）
＠
柳
旭
（
同
）
⑳
関
谷
央
規

（
松
代
）
⑳
斎
藤
裕
太
（
同
）

【
中
学
生
】

▽
女
子
1
年
の
部
　
①
堀
川
比
香
里
（
町

立
妙
高
）
②
上
村
留
美
（
吉
田
）
③

井
上
明
日
香
（
同
）
④
（
丸
山
彩
子
）

（
津
南
J
R
C
）
⑤
小
山
知
子
（
吉
田
）

⑥
宮
崎
佳
純
（
小
千
谷
）
⑪
石
黒
祐

子
（
松
代
）
⑫
駒
形
直
子
，
（
同
）
⑰

室
岡
直
子
（
同
）

▽
女
子
2
・
3
年
の
部
　
①
若
月
ゆ
か

り
（
松
代
）
②
茂
木
千
恵
美
（
吉
田
）

‡
蓼
壱
　
壱
壱
蓼
壱
蓼
蓼
蓼
‡
　
き
壱
壱
‡
‡

明日の全目本を担い、

　世界に活躍する選手に
　　　　なってほしいです

こんな期待をこめて各クラス牙

優勝者紹介

小学生4年
調繕・麟轍

聖綴　曝厭閣響麟
小山内優太選手（関山小）　　　笹川　恵理選手（関山小）

小

笹川　未央選手（関山

中学生1年

堀川比香里選手（町立妙高中）　石曽根達也選手（町立妙高中）

③
竹
田
佳
奈
子
（
町
立
妙
高
）
④
高

橋
明
美
（
津
南
J
R
C
）
⑤
樋
口
未

央
（
川
西
）
⑥
小
林
美
久
（
津
南
J

R
C
）
⑨
柳
優
佳
（
松
代
）

▽
男
子
1
年
の
部
　
①
石
曽
根
達
也
（
町

立
妙
高
）
②
井
旦
口
冗
（
六
日
町
）
③

小
堺
裕
司
（
松
代
）
④
柳
尚
宏
（
吉

田
）
⑤
馬
場
聡
（
同
）
⑥
大
野
裕
太

（
小
千
谷
）
⑭
田
辺
邦
幸
（
松
代
）

▽
男
子
2
・
3
年
　
①
柳
和
宏
（
吉
田
）

②
斉
藤
裕
文
（
同
）
③
嶋
田
翼
（
大

巻
）
④
登
坂
竜
也
（
川
西
）
⑤
渡
辺

俊
（
吉
田
）
⑥
小
黒
拓
也
（
牧
J
R

C
）
⑰
鈴
木
啓
一
（
松
代
）
⑳
池
田

翔
（
同
）
⑳
宮
沢
智
洋
（
同
）
⑫
斉

木
千
春
（
同
）
⑲
井
上
敬
裕
（
同
）

⑲
樋
ロ
誠
也
（
同
）

　
　
　
壱
‡
蓼

中学生2・3年

謙
製
勲
曝
．

　
　
欝

柳　　和宏選手（吉田中）　　　若月ゆかり選手（松代中）
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県高校スキー大会

男子距離リレーで 忘

県中学スキー大会

　　女子距離リレーで松代中が2位

第52回県高校スキー大会

　スキーの全国大会（インターハイ）の予選を兼ねた

第52回県総合体育大会（1月17日～18日）が開催され

ました。このうち、マウンテンパーク津南クロスカン

トリースキーコースを会場に行われた男子リレーで、

松代高校が優勝しました。

　また個人では、17日の10キ。クラシカルにおいて、3

位に宮澤健二選手（2年）、9位に関谷則和選手（1年）

がそれぞれ入賞しました。また、18日に行われた15キ。

フリーにおいて5位に宮澤健二選手、6位に関谷則和

選手が入賞し、健闘しました。

　平成11年度県スキー選手権大会

　第55回国民体育大会を兼ねた県スキー選手権大会（1

月23日～25日）は、池の平白樺クロスカントリーコー

スで行われました。

　23日の男子15キ．クラシカル少年では、宮澤健二選手

が優勝、2位に関谷則和選手、10位に斉木真選手が入

賞しました。また、10キ．クラシカルでは3位に宮澤健

二選手、4位に関谷則和選手が入賞しました。

　同日行われた女子5キ．クラシカル少年では高校生を

相手に4位に関谷有希選手（松代中2年）が入賞した

ほか、17位に関谷智美選手（松代中2年）と、中学生

女子も健闘しました。

　25日の男子30キ．フリーでは、10位に羽鳥一徳選手（松

代高3年）が入賞。また、距離複合（10キ．クラシカル、

15キ．フリー）では4位に宮澤健二選手、5位に関谷則

和選手がそれぞれ入賞しました。

第43回県中学スキー大会

　1月20日津南町グリーンピア津南クロスカントリー

コースで行われたリレー女子で2位に松代中学が入り

ました。

　また、個人では女子5キ．クラシカルにおいて5位に

関谷智美選手、9位に関谷有希選手が入賞、男子10キ．

クラシカルでは、12位に関谷和樹選手（松代中2年）

と中学生も健闘しました。

　そのほかの大会の成績は表のとおン）です。

全日本学生スキー選手権大会

　1月16日、白馬村で行われたの男子リレーで松代高

校出身の斎木裕志選手がアンカーで健闘、日本大学が

優勝しました。
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一主な大会成績
◇平成11年度県スキー選手権大会

〈クロスカントリー＞

（1月23日～25日、池の平白樺クロス
カントリーコース）

【男子】Ol5キ．クラシカル少年　①宮

澤健二②関谷則和⑩斉木真⑮斉藤雄治

⑯小堺直人⑰羽鳥一徳⑳鈴木正彦⑳斉

木勝紀⑳小堺隆志⑱松浦雅浩

010キ．クラシカル　③宮澤健二④関谷

則和⑰斉木真⑲小堺直人⑳斉藤雄治⑳

羽鳥一徳⑳斉木勝紀⑱鈴木正彦⑬小堺

隆志⑲関谷和樹（松代中2年）⑳松浦
雅浩

【女子】05キ．クラシカル少年（23日）

④関谷有希（松代中2年）⑰関谷智美
（松代中2年）

【男子】030キ．フリー（1月25日開催

分）　⑩羽鳥一徳⑰斉木真⑳斉木勝紀

⑰小堺隆志⑫松浦雅浩⑱鈴木正彦
○複合（10キ．クラシカル及び15キ．フリー）

③宮澤健二④関谷則和⑳斉藤雄治⑳羽

鳥一徳⑯小堺直人⑰斉木真⑫斉木勝紀

⑰小堺隆志⑫松浦雅浩（⑯鈴木正彦

◇第52回県高校スキー大会

〈クロスカントリー〉

（1月17～18日、マウンテンパーク津
南クロスカントリーコース）

【男子】010キ．クラシカル　③宮澤健

二⑨関谷則和⑱小堺直人⑲斉木勝紀⑳

斉藤雄治⑳斉木真⑳羽鳥一徳⑳鈴木正

彦⑫小堺隆志⑳松浦雅浩

O男子15キ．フリー　⑤宮澤健二⑥関谷

則和⑯斉藤雄治⑳羽鳥一徳⑱斉木勝紀

⑳小堺直人⑳小堺隆志⑳斉木真⑳松浦

雅浩⑪鈴木正彦

○リレー（10キ．×4、1・2走クラシ
カル、3・4走フリー）①松代高校（小

堺直人、関谷則和、斉藤雄治、宮澤健
二）

◇第43回県中学校スキー大会

〈クロスカントリー＞

（1月19～20日、津南町グリーンピア
津南クロスカントリーコース）

【男子】010キ．クラシカル　⑫関谷和

樹

【女子】05キ．クラシカル　⑤関谷智

美⑨関谷有希⑳若月ゆかり⑩柳優佳

【男子】○リレー4×5キ．クラシカル

⑪（鈴木啓一、池田翔、関谷和樹、宮
沢智洋）

【女子】O同3×3キ．クラシカル②
（関谷智美、関谷有希、若月ゆかり）

〈ア辺レペン〉

（1月19～20日、マウンテンパーク津
南）

【男子】O回転　⑪池田佳紀

○大回転　⑲小嶋哲⑳池田佳紀

【女子】○回転　⑳柳奈緒子

○大回転　⑳鈴木久代

◇平成11年度上越地区クロスカントリー

ジュニァ記録会

（1月5日、池の平白樺クロスカント
リーコース）

【男子】○中学生1年10キ．③小堺裕
司

【女子】○同5キ．③石黒祐子⑥室岡

直子⑦駒形直子

【男子】O中学生2年10キ・④関谷和

樹⑨鈴木啓一

【女子】○同5キ．①関谷智美③関谷

有希⑥若月ゆかり⑩柳優佳

【男子】○中学生男子3年10キ．⑦池

田翔

◇第54回上越スキー選手権大会

※中学生20位まで、高校生は入賞のみ

掲載

〈クロスカントリー〉

（1月11日～12日、池の平白樺クロス
カントリーコース）

【男子】O中学10キ．クラシカル　⑤関

谷和樹⑪池田翔

【女子】○同5キ．クラシカル　③関谷

有希④若月ゆかり⑦関谷智美⑭柳優佳

【男子】○少年15キ．クラシカル　①関

谷則和④宮澤健二⑤斉木真
〈ア辺レペン〉

（1月12日、赤倉チャンピオンコース）

※中学生20位まで掲載

【男子】○中学回転　⑫小嶋哲⑱池田

佳紀

○同大回転　⑭小嶋哲

【女子】○同回転　⑧柳菜緒子⑮鈴木

久代⑰嶋田麻莉

○同大回転　⑪鈴木久代

選手コメント

中
学
生
全
大
会
出
場
選
手

★
関
谷
　
和
樹
（
2
年
）

　
今
ま
で
で
一
番
い
い
滑
り
を
し
て
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
関
谷
　
智
美
（
2
年
）

　
他
県
の
ラ
イ
バ
ル
に
負
け
な
い
よ
う
最
後

ま
で
全
力
で
滑
り
、
自
分
の
力
を
爆
発
で
き

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
笑
）

★
関
谷
　
有
希
（
2
年
〉

　
本
番
で
は
、
自
分
の
本
来
持
っ
て
い
る
力

を
発
揮
し
て
新
潟
県
代
表
と
し
て
元
気
よ
く

明
る
く
滑
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
笑
）

☆
小
林
辰
男
監
督

　
そ
れ
ぞ
れ
3
人
と
も
充
分
力
が
あ
る
の
で

今
後
も
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ま

た
、
全
国
大
会
出
場
の
3
人
は
、
2
年
生
で

す
の
で
、
経
験
を
積
ん
で
今
後
に
生
か
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

高
校
生
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
者
及
び
全
部
員

★
宮
澤
　
健
二
（
2
年
）

　
こ
れ
か
ら
ま
だ
残
っ
て
い
る
大
会
に
も
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
シ
ー

ズ
ン
も
た
く
さ
ん
の
全
国
大
会
に
出
た
い
で

す
。★
関
谷
　
則
和
（
ー
年
）

　
来
シ
ー
ズ
ン
は
今
年
以
上
の
成
績
が
出
る

よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

★
斉
木
　
勝
紀
（
1
年
〉

　
県
大
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ま
で
あ
と

一
歩
で
し
た
。
来
年
は
リ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、

個
人
で
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
す
。

★
斉
藤
　
雄
治
（
ー
年
）

　
全
国
に
自
分
と
松
代
（
ま
つ
し
ろ
で
は
な

く
ま
つ
だ
い
）
を
広
め
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

★
小
堺
　
直
人
（
ー
年
〉

　
今
回
は
リ
レ
ー
の
み
の
出
場
な
の
で
、
そ

れ
に
集
中
し
て
精
一
杯
力
を
出
し
き
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
は
、
個
人
で
も
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★
松
浦
　
雅
浩
（
1
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
来
年
は
み
ん
な
と
一
緒
に
イ
ン
タ
…
ハ
イ

に
行
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

★
鈴
木
　
正
彦
（
ー
年
〉

　
今
年
は
全
国
大
会
に
行
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
来
年
は
行
け
る
よ
う
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。

先
輩
の
皆
さ
ん
、
今
後
も
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

★
斉
木
　
　
真
（
3
年
）

　
今
年
は
満
足
の
い
く
結
果
が
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
楽
し
い
ス
キ
f
競
技
人
生
を
送
れ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
色
々
な
意
昧
で

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

★
小
堺
　
隆
志
（
3
年
）

　
と
て
も
い
い
部
員
た
ち
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
で
競
技
か
ら
離
れ
ま
す
が
、
最
高
の
ス

キ
ー
人
生
を
送
れ
ま
し
た
。

　
後
輩
た
ち
よ
、
ガ
ン
バ
れ
よ
。
今
後
の
活

躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

★
羽
鳥
　
一
徳
（
3
年
）

　
3
年
間
部
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
で
し
た
、
み

ん
な
の
お
か
げ
で
す
。

　
1
、
2
年
生
に
は
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

☆
高
橋
哲
也
監
督

　
県
大
会
リ
レ
ー
優
勝
は
、
ツ
キ
が
味
方
し

て
く
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
1
年
生
中

心
の
わ
た
し
の
チ
ー
ム
に
勝
利
の
女
神
が
微

笑
ん
で
く
れ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
運
も
力
の
う
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
来

年
は
さ
ら
に
実
力
を
つ
け
、
優
勝
さ
せ
て
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　　　懇
　　　　　　　　　　　璽　　　　　　　　翻
　　　　　　籔　　　　鐵　　　槻麺厭　　　　　田

　　　嚢出　　　　　　　聾纏　　　　　　　　　　　　田　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　羅
　　　　　　　鯉
　　　　　　羅　　　　権　　隔田

三
月
十
一
日
午
後
二
時
三
〇
分
～

広
陣
歌
謡
会

麟懇離鑛

縣
騰

蝋

鋳

智子山本美貴じゅん子

出
障
ソ
バ
掴
撲
力
士
募
集

出陣そぱ相撲
　　　　遙蹟銅
越後まつだい名塵の『そば』をいかに多く．劇臨晴聞内に

食べられるかを競う雪よの旱食い＆大食い競箏である。

我と思わんものは9加されたし！

　
　
〃

0　
　
亀

【

時
　
間

う
ま午
の
訓
『
十
二
．
時
　
宏
、

　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
弐
十

　
　
　
　
　
　
参
十

　
　
　
　
　
　
四
十

　
　
　
　
　
　
五
十

　
　
　
　
の
時
　
零

永毫

のじ

刻

さ
る申
の
刻

と
り酉
の
刻

　　　　　七　　　　　　六　　　　　　五　　　　　　四　　　　　　三　　　　　　二
　　　　　時　　　　　時　　　　　時　　　　　時　　　　　時　　　　　時
五四参弐　　五四参弐　　五四参弐　　五四参弐　　五四参弐　　五四参弐　　五四参弐
十十十十十零十十十十十零十十十十十零十十十十十零十十十十十零十十十十十零十十十十十

い
ぬ戒
の
刻
　
八
時
　
零

　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
弐
十

　
　
　
　
　
　
参
十

　
　
　
　
　
　
四
十

　
　
　
　
　
　
五
十

　
　
　
　
九
時
　
零

催

し

物

～
　
の
日
目
開
場
～

開
幕
犬
行
進
（
払
代
小
学
校
）

松
代
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
パ
レ
ー
ド
演
奏
で
開

幕
。
開
　
幕
　
式

開
幕
音
余
会
（
払
代
中
学
校
）

松
代
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
雪
上
音
楽
演
奏

会
。
開
幕
犬
室
引
き
会

　　宏
美山
貴　陣

酔歌
ゆ智

ん　謡
子子
　　会

『
N
H
K
新
人
歌
謡
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
今

話
題
の
新
曲
『
咲
い
て
花
に
な
る
』
が
注
目
さ
れ
る
美
貴

じ
ゅ
ん
子
と
全
国
1
7
局
ネ
ッ
ト
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
『
山
本

智
子
の
歌
め
ぐ
り
・
風
た
よ
り
』
で
人
気
の
山
本
智
子
の

歌
謡
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　
　
　
そ
　
ば

玄
陣
蕎
浅
掴
撲

松
代
町
特
産
の
そ
ば
の
大
食
相
撲
。
こ
ん
な
に
食
べ
て
も

大
丈
夫
。
優
勝
し
た
方
に
は
さ
ら
に
そ
ば
一
年
分
が
贈
ら

れ
る
。
今
年
の
横
綱
は
誰
の
胃
袋
に
！

ほ
く
ほ
く
線
○
×
ク
イ
ズ

ほ
く
ほ
く
線
発
祥
の
地
松
代
町
で
、
ほ
く
ほ
く
線
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
紹
介
。
当
日
参
加
O
K
の
ほ
く
ほ
く
線
O
×

ク
イ
ズ
に
み
ん
な
で
挑
戦
し
よ
う
！

越
後
払
代
幕
府
出
陣
式

冬
将
軍
に
立
ち
向
か
う
越
後
松
代
幕
府
の
武
者
に
よ
る
前

夜
を
飾
る
出
陣
式
。
そ
の
後
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
出
陣

式
後
の
武
者
衆
に
よ
る
縁
起
の
良
い
福
撒
き
『
ま
け
よ
・

さ
ん
よ
』
が
執
り
行
わ
れ
る
。

し
ょ
ん
が
い
や

冬
の
陣
で
松
代
町
の
伝
承
民
謡
『
し
ょ
ん
が
い
や
』
が
再

現
さ
れ
る
。

鳥
追
い
～
『
ぼ
ん
ぼ
さ
ま
点
火
』

雪
上
み
こ
し
活
き
！
生
き
！
含
戦

勇
壮
な
太
鼓
に
連
れ
ら
れ
て
地
域
の
自
慢
と
こ
だ
わ
り
が

み
こ
し
と
な
り
雪
の
城
下
町
を
熱
く
す
る
。
一
日
目
の
最

後
を
飾
る
み
こ
し
合
戦
。
乞
う
！
ご
期
待

雪
中
花
火

　
　
　
　
～
　
の
日
目
関
場
～

食べ物・土産・何でもござれの楽市楽座・食い倒れ横丁・みなこい横丁開店時間は、十二時～二十時三十分まで

ノ

嚢
蜘
龍
嵐
欄
㈲
纏
馨

申茗 永9 午皇 巳み

の のじ の の 午

刻 刻 刻 刻 葡 時

四
時
　五四参
零十十十

　　三　　　　　　二　　　　　　一　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　九
　　時　　　　　　時　　　　　　時　　　　　　二　　　　　　一　　　　　　時　　　　　　時
弐　　　五四参弐　　　五四参弐　　　五四参弐　時五四参弐　時五四参弐　　　五四参弐
＋＋零＋＋＋＋＋零＋＋＋＋＋零＋＋＋＋＋零＋＋＋＋＋零＋＋＋＋＋零＋＋＋＋＋零

間

　　　関　　　新　凱
　　　　　グ素城旋
　　　幕去藷太
～　　　遠れ凱　鼓
　　　式　烏1旋＿
城　　　の’・払
碍　騰各苧
関　　　芝城種　太
場　　　峠　表　鼓
　　　　　漿表彰一
～　　　釜彰式
　　　　　ゆ式

楽月豪
がを雪
冬か松
のけ代
陣受町
でけの
再継冬
現がの
され娯
れて楽
るきと

Qたし
　伝て
　統七
　の十
　松八
　代年

在
天
法
人
大
日
手
払
代
掴
撲
協
会

急い親
が風子
な船連
いがれ
とアで
間ラ楽
に不し
合思め
わ議る
な！風
い動船
ぞ物の
！やマ
　花ジ
　にッ
　生ク
　まシ

マ　　素　素

1講
バ　　ー　　参

ル　払払カロ払

↓簸鍛
　　鼓　　一　　査
　　　　戦）戦

スで全越
。の国後
　難かの
　関ら国
　を馳は
　乗せ松
　り参代
　越じに
　えた熱
　一総く
　番勢激
　乗五し
　り百き
　を名冬
　競の祭
　う戦り
　雪士あ

よい出
る踊陣
出るす
陣出る
大陣戦
舞大士
踊舞の
会踊士
o会気
　。を
　松鼓
　代舞
　町す
　文る
　化た
　協め
　会熱

出
陣
犬
舞
　
　
～
踊
　
　
二
会
　
　
日
　
　
　
目
　
　
　
開
　
　
　
場
　
　
　
～

催
し

で・

の犬
刑抽
●選
他会

相も
撲の
の長
千い
秋年

土
俵
入
り

れヨ
変i

わ　Q
る長
o～

士　　士

出　入
陣　場

中がり
鉄松！
人代と
レ城し

iまて

のく

皆激
さし
んく

に舞

物

食べ物・土産・何でもござれの楽市楽座・食い倒れ横丁・みなこい横丁開店時間は、九時～三時まで
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パウスには、パンジーの花も咲いていました

　　一　～、．　　　　璽羅縛盤璽鵡二　一一
相沢栄一さん（太荊が県青鶴農業辻に認定一

随介します応援します

　こんにちは里冬縢し襯郵議
＿．…　　　幽酋』　▲、撫輸

　相沢栄一さんは、夏秋ナスやメロンをはじめとした

園芸と米の複合経営で農業に取組んでいます。また、

新たに漬物製造免許を取得し、味噌や育てた野菜の農

産加工も行っています。こうした活動が県から認めら

れたものです。

　相沢さんは「農業を行ううえで今後の励みにしたい

と思います」と話していました。また、妻のこずえさ

んは「今までは子育てで大変でした。花の栽培なども

学びたいです」と話していました。

　　　　　　　　　　　　　　　　翻

　今月は、犬伏地区の小嶋玲子さんとお子さんのうち、

ちえみさん（孟地小6）なつみさん（同3年）の親子

3人を紹介します。

　小嶋さんは、ご存知「のっとれ！　松代城」の女性

参加者1位に送られる女大将賞を受賞しています。今

回、自信のほどは？　「今年は足のケガで休みます」

それは残念ですが…、「その分子どもががんばっていま

すから」と、その返事に「？」でしたが、上石杯の結

果に、なるほど納得しました。ちえみさんは19位、な

つみさんは4年生に混じって21位でした。

　今後の活躍が楽しみです。がんばってね。

　
冬
は
ど
う
し
て
も
家
で
ふ
さ
ぎ
が

ち
。
そ
こ
で
、
蒲
生
鶴
亀
会
（
会
長

山
岸
昭
司
さ
ん
）
は
、
笑
い
で
「
ふ

さ
ぎ
の
虫
」
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
い

こ
い
の
広
場
を
3
月
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
第
1
回
目
の
1
月
2
7
日
に

は
、
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
り
、
ゲ
ー

ム
や
地
区
食
推
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
数
井

保
健
婦
は
、
「
町
で
は
平
成
2
年
か
ら

冬
期
間
、
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
対

策
と
し
て
『
い
こ
い
の
広
場
』
事
業

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

地
域
が
自
主
的
に
行
な
う
よ
う
に
な
っ

て
、
地
域
全
体
で
支
え
あ
う
支
援
づ

く
り
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
事
業
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
奮
7
1
3
7
0
0
）

ま
で
。
ま
た
は
住
民
課
保
健
衛
生
係

ま
で
。

安
塚
町
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ロ
ー
ド
に
よ
う
こ
そ
！

　
2
月
2
6
日
ω
・
2
7
日
㈹
、
冬
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
安
塚
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
刻
々
と
近
つ
い
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
の
雪
像
づ
く
り
が
中
心
で
町

民
向
け
だ
っ
た
祭
り
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
．

　
道
路
の
雪
壁
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
す
、

キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
が
メ
イ
ン
に
な

り
、
2
6
・
2
7
日
の
2
晩
、
約
5
万
本

の
ロ
ウ
ソ
ク
で
街
を
飾
り
ま
す
。
ゆ

ら
ゆ
ら
揺
れ
る
炎
が
照
ら
す
雪
夜
の5万本のキャンドルロード

世
界
は
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
世
界
で
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
の
所
々

に
設
け
ら
れ
た
雪
茶
屋
で
は
、
各
集

落
の
皆
さ
ん
が
腕
に
よ
り
を
か
け
た

暖
か
い
品
々
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
当
日
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
町
内
を
回
る
ツ
ア
ー
バ
ス
も
運

行
し
ま
す
の
で
、
ほ
く
ほ
く
線
を
利

用
し
て
「
虫
川
大
杉
駅
」
（
ま
つ
だ
い

駅
か
ら
謝
円
）
で
下
車
し
て
く
だ
さ

い
。　
雪
茶
屋
を
回
る
と
雪
だ
る
ま
温
泉

の
入
浴
券
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り

ま
す
の
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
ツ
ア
ー
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

27

日
に
は
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
ー

を
会
場
に
全
国
雪
合
戦
大
会
の
予
選

会
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
1
0
人
ー
チ
ー

ム
で
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　
単
な
る
遊
び
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

な
か
な
か
ど
う
し
て
、
戦
略
と
チ
ー

ム
ワ
ー
タ
が
必
要
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
問
い
合
せ
と
申
込
み
は
、
安
塚
町

雪
の
ま
ち
総
合
課
ま
で

マリア・
アンノ｛口さん

　1月7日、マリ
ア・アンパロさん

（松代高校英語指導

助手）が松代郵便局

で年賀状の50通単

位の「早期差し出し

応募券」の当選者の

抽選をしました。

今年の元旦配達は

ミレニアム効果で

82，940通でした。

由選を行う羅リ、アさん
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世田谷区新年子ども祭り参加者名簿

　1月9日、世田谷区の新年子どもまつぴ）に今年も松

代から雪をプレゼントしました。

「世田谷のみなさん、松代の雪でおおいに遊んでくだ

さい」と村山達三副将軍があいさつ、続いて、祭りは

勇壮な松苧太鼓と世田谷でも人気の村山さんの「エイ、

エイ、オー！」と勝どきの声でスタートしました。

　トラック3台30㌧の雪に子どもたちはおおはしゃぎ

でした。人気の滑り台は1時間待ちで、終始雪で遊ぶ子

どもたちの歓声が上がっていました。

　なお、今回松代小学校6年生の樋口唯さん、樋口沙

織さんも参加、クラフトやゲームコーナーなどを楽し

んでいました。「今度はおおぜいで来てみたい」とのこ

とでした。

巌 参加者氏名 漁 参加者磯名

1 村　山　達　三 7 桜　沢　正　一

2 小　島　　　務 8 柳　　　健　一

3 小　島　伸　也 9 樋　口　孝　子

4 柳　　　義　輝 10 樋　口　俊　子

5 山　本　哲　也 11 樋　口　　　唯

6 若　井　明　夫 12 樋　口　沙　織

臆

馨

　
　
㎜
－

　
　
　
い

　
　
　
ヨ
チ

噸
　
騰
、
、

、
　
隷
擾
凄
蓑
馨

　
　
縣
露
濫
、
翻

　
　
　
　

、
夢
麟

攣
藤

羅
聯
号
で
の
事
故
急
増

　
　
　
譲
羅
観

曇
蹉
面
の
凍
結
に
注
意
し
て
運
輻
麺

　
1
月
の
交
通
事
故
は
安
塚
署
管
内

で
2
1
件
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
7

件
は
当
町
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
幸

い
犠
牲
と
な
っ
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
同
乗
者
が
大
ケ
ガ
を
す
る
な
ど

重
大
事
故
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雪
の
降
る
日
よ
り
も
晴
れ

た
日
の
夕
方
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

道
路
の
ぬ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
冷
え

込
ん
で
凍
結
し
た
状
態
（
「
ブ
ラ
ッ
ク

ア
イ
ス
バ
ー
ン
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）

の
と
こ
ろ
を
滑
っ
て
対
向
車
線
に
出

て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。　
も
う
ー
つ
は
、
通
勤
な
ど
鵬
号
線

を
使
っ
て
い
る
人
同
士
が
事
故
に
あ

う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

1月の交通事故数

　　　　　（）当町

件（3）5人身事故

人（5）7者傷

14件（4）損物

　
冷
え
込
む
朝
夕
は
、
路
面
の
状
況

が
つ
か
み
に
く
い
の
で
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
し
て
安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ

・
つ
。

　
ま
た
、
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
必

ず
つ
け
る
な
ど
同
乗
者
へ
の
配
慮
も

大
切
で
す
．

　
馴
れ
た
道
だ
か
ら
こ
そ
注
意
が
必

要
で
す
。
特
に
、
鵬
号
の
蒲
生
儀
明

間
で
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
蒲
生
駐
在
所
の
石
丸
さ
ん
も
「
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
禁
物
で
す
。

朝
夕
は
冷
え
込
ん
で
路
面
が
凍
結
し

ま
す
。
十
分
注
意
し
て
運
転
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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「
の
び
の
び
し
と
し
た
作
品
で
す
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
払
代
町
書
初
め
展

登
　
　
鷺

ー
鈴
木
益
蔵
書

o

　
？
ノ
・
添

親
は
芋
供
乞
・

訪
マ
い
多
つ
も
君
り
だ

経
れ
ど

㌶
離
編
嘩

　
親
よ
り
も

　
峯
・
れ
い
れ
》

　
ま
ご
轟
蕊
い

　
眼
で
姦

　
　
　
奮
誓
奪
句
圏

瀬

礫
　
雛
　
　
o
　
　
懸
　
　
墜

鷺田轟をΩ作品幽
藻

　
1
月
1
4
日
～
1
7
日
に
か
け
て
総
合

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町
の
書
初
め
展

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
期
間
中
は
、
お
お
ぜ
い
の
人

が
一
般
や
児
童
生
徒
の
入
選
作
品
を

「
相
田
み
つ
を
作
品
展
」
も
同
時
開
催

1
点
1
点
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
訪

れ
た
人
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
の

び
の
び
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
2
千

年
と
い
う
新
し
い
年
を
感
じ
さ
せ
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
相
田
み
つ
を

の
作
品
も
展
示
さ
れ
好
評
で
し
た
。

同
作
品
展
は
、
鈴
木
益
蔵
さ
ん
（
松

代
）
が
相
田
み
つ
を
美
術
館
に
依
頼

し
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。
鈴
木
さ

ん
は
「
今
回
限
り
と
言
う
こ
と
で
書

き
写
し
展
示
す
る
こ
と
に
承
諾
を
い

た
だ
い
た
も
の
で
、
美
術
館
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
書
初
め
展
の
入
賞
者
の
う

ち
、
特
選
の
作
品
と
準
特
選
受
賞
児

童
生
徒
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
㌧
轍
蹴

　
尾
、
，
藤
b
　
い
ソ
3
ー
冷

ー
“
N
？
の
ツ
燃
▽

1年　井上　陽香（松代中）

1年小野島寛子（松代中）

1年駒形直子（松代中）

2年　斉木　真也（松代中）

2年樋口　誠也（松代中）

2年　五十嵐真悟（松代中）

3年　高野　佑也（松代中）

3年　小堺　祐香（松代中）

3年　井上　美穂（松代中）

3年関谷美夏（松代中）

3年　小嶋なつみ（孟地小）

4年関谷恵介（松代小）

4年　関谷　絵梨（松代小）

4年　小堺　祐希（松代小）

5年　中村　道恵（松代小）

6年重野孝彦（松代小）

6年　富澤　雅人（松代小）

6年小嶋ちえみ（孟地小）

◎準特選

◆中学生の部

1年市川聡子（松代中）

◆小学生の部

1年　室岡未来雄（松代小）

1年柳　　将吾（奴奈川小）

1年　小嶋　美咲（孟地小）

2年　関谷　和樹（松代小）

2年樋口　　茜（松代小）

2年小嶋華奈子（松代小）

3年　重野　雄介（松代小）

3年　若井　千恵（松代小）

　鐡灘灘醐　　　　、翻灘醗纏織　　　　醐

　簑　　、，『』．、秀

　　　　　　　h』騒の

輔・醐3
中村江美香　樋ロ　琢磨　関谷知有莉
（松代小3）　（松代小2）　（松代小1）

　懸騰闘　　　麟翻灘　　　灘圃騒

螺…lii翻懸購

墾…騨雛麗
高野　　光　高橋いつか　柳　　絵里
（松代小6）　（松代小5）　（松代小4）

　　糊醐膿麟　　　　騨　　　　　翻

翻…1鍵鞭魑

小堺　　瞳　柳　　美保　柳　　沙織
（松代中3）　（松代中2）　（松代中1）

し
ぶ
み
の
家
の
皆
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も

に
新
年
会

　
松
代
松
之
山
両
町
で
は
、
し
ぶ
み
荘

で
昨
年
か
ら
障
害
を
持
つ
人
と
一
般
の

人
が
集
う
場
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま

す
。

　
1
月
2
1
日
、
松
之
山
町
の
ナ
ス
テ
ビ
ュ
ー

で
、
両
町
の
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

民
生
委
員
、
そ
し
て
保
健
婦
と
福
祉
関

係
者
を
交
え
て
新
年
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
越
保
健
所
か
ら
参
加
し
た
渋
谷
保

健
婦
は
「
障
害
の
違
い
や
障
害
の
あ
る

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
て
住
ん

で
い
る
地
域
で
集
う
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
で
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
、
お

互
い
に
支
え
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

　
　
　
　
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
酒
井
保
健
婦
は
、

「
し
ぶ
み
の
家
で
は
、
4
月
か

ら
毎
日
開
所
し
て
い
く
こ
と

で
検
討
し
て
い
ま
す
。
一
般

の
方
の
参
加
を
歓
迎
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
ぶ
み
の
家
に
つ
い
て
の

問
合
せ
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
・

ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
協
議
会

（
暦
7
1
3
7
0
0
ま
で
）
ま

た
は
、
住
民
課
ま
で
。
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福
笑
い
を
楽
し
む

手
前
、
上
越
保
健
所
の
渋
谷
さ
ん



郷
邑
◎
固
廊

地
元
を
生
が
鵬
た

　
　
　
　
　
　
ひ
趙
つ
の
提
案

、＼＼￥『
＼、

、、“』鱒

　
雪
中
ず
い
道

　
R
鵬
の
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
か
ら
、

旧
道
に
沿
っ
て
田
澤
集
落
寄
り
に
冬

季
交
通
の
難
所
「
あ
ん
じ
よ
ぶ
ち
（
庵

主
渕
）
」
が
あ
り
ま
す
。

　
国
道
が
で
き
る
ま
で
、
冬
季
の
雪

道
は
人
一
人
が
歩
く
一
本
道
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
渋
海
川
に
沿
っ
た
V
字

谷
を
通
る
道
は
、
音
も
な
く
雪
崩
が

騒
、

失
、
、1・鎌

■
』
．
‘
．

帰

箋

編　身趨亀｝欝堅、。　
　　　　　　．5　　・ヌ
蹴翻’．ず

．懸『贈琴『．鰹・．、
　　　　　！差
躍’脚濃

ζ　幾譲華霧罐
．

錨
、
一
． 鞭藷

　　　グ、　　　　、
　　｝　　転、｝　’、綿

竃鵡魍、懸醗
鷲一3・

　　　　　　　ぞ　　　　　　 、

膨　．♂．1　￥甑、1

　　　　　・一」刷
　　　　　　萎瑠蜘
一』囑礎哩龍．　　　　　　　　　　　h

落
ち
て
く
る
恐
ろ
し
い
難
所
で
し
た
。

　
そ
の
昔
、
庵
主
様
が
遭
難
し
た
難

所
で
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
渕
の
犠
牲

者
は
、
そ
の
後
も
旅
人
や
逓
送
人
、

人
の
荷
を
背
負
っ
た
駄
賃
と
り
な
ど

尊
い
命
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
時
折
り
雪
崩
を
監
視
に
来
る
看
守

人
に
ゆ
き
合
う
と
旅
人
は
ホ
ッ
と
し

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
看
守
人
も
川

．
　
Σ

頚垂
’ゆ
颪謡運一・鷺難

一叫ご．も一

噛訣一

　　一回罵』一　　一
轟
『
f
齢

　．睡魏躍竺
鷺一・轟一」』歯

　　　　　　　謬漂

　　　　　　　…　一…ノ鴛
涜『・、i・．影影垂！二
　、螺・〕．鵯．霧蓼嚢

に
落
さ
れ
て
遺
体
が
見
つ
か
ら
ぬ
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
人
び
と
の
願
い
は
、
昭
和
3
8
年
に

時
の
町
長
の
肝
入
り
で
、
伊
澤
地
区

や
近
隣
集
落
の
強
い
要
望
が
入
れ
ら

れ
て
、
ず
い
道
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ず
い
道
を
利
用
す
る
人
は
、

誰
い
う
と
も
な
く
「
昭
和
の
洞
門
」

と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
雪

季
の
道
は
ま
だ
山
越
え
す
る
雪
道
の

難
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　
郷
土
人
の
道
へ
の
関
心
。
今
の
国

道
や
鉄
道
が
通
る
ま
で
の
関
心
は
、

悲
願
の
物
語
で
す
。

川
底
の
百
穴
（
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）

田
沢
ト
ン
ネ
ル
と
伊
沢
ト
ン
ネ
ル

　
　
■
、
　
ー
．
’
‘
陶
γ
逡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
輔
・
賢
躍
　
卜
＾
、
、
ヤ
　
～
，
　
．
－

ひ
　
　
　
　
い
　
ロ

・
々
　
・
．
脳
v

義
潔
．
．
蕪
．

　
さ
炉
．
』

爵
隊

ヘ
ヤ
ヘ
　
ロ
　
　
　
ヤ

猷
、
　
、
瀞
％

　
　
　
　
飯
一

》
当
時
の
雪
道

▲
川
穴
で
遊
ん
だ
頃

　畿，

蟄弊夢
．r．矯　　
1》＾ヤ，祀

。そ濤　　賊
鐸癒’へ一づ
　ご一一，．

の
間
、
川
沿
い
の
岩
に
無
数
の
た
て

穴
が
あ
り
ま
す
。
（
猫
個
の
穴
）

　
全
国
で
も
珍
し
い
現
象
で
、
地
質

学
者
な
ど
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
か
っ
て
川
は
ひ
た

ひ
た
と
こ
の
穴
群
を
洗
い
、
絵
の
よ

う
に
小
魚
が
お
よ
ぎ
、
か
に
が
た
わ

む
れ
て
子
ど
も
の
楽
し
い
遊
び
場
所

で
し
た
。

　
残
念
な
こ
と
に
は
、
こ
の
穴
群
は

水
位
が
下
が
っ
た
分
、
露
出
し
て
し

ま
い
、
い
た
い
た
し
い
姿
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
か
ら
上
流
で

瀬
替
田
が
作
ら
れ
た
た
め
で
す
。

　
犬
伏
の
炭
坑
橋
の
あ
っ
た
あ
た
り

に
、
河
床
を
こ
れ
以
上
侵
食
さ
せ
な

い
た
め
に
堰
堤
を
築
け
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
可
能
な
ら
水
位

が
保
た
れ
、
百
穴
に
水
が
か
か
り
昔

の
よ
う
に
行
楽
地
と
し
て
多
目
的
に

利
用
が
で
き
、
地
質
の
豊
富
な
フ
ィ
ー

ル
ド
学
習
地
と
し
て
も
適
地
に
な
り

ま
す
が
、
地
元
を
見
捨
て
な
い
で
、

古
道
百
選
の
道
と
、
江
戸
時
代
の
宿

駅
村
犬
伏
集
落
、
菅
刈
、
田
沢
、
芝

峠
を
結
ん
だ
宿
泊
、
遊
び
、
学
習
、

田
舎
体
験
を
セ
ッ
ト
に
し
た
計
画
を

た
て
ら
れ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
横
文
字
だ
ら
け
の
ア
ー
ト
プ
ラ
ン

よ
り
、
わ
が
郷
土
の
姿
を
、
そ
の
よ

さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
の
重
さ
を
考

え
る
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
（
文
責
　
関
谷
哲
郎
）

おい当松代町が巻頭で紹

　先に各地区嘱託員宛て

役場総務課窓口までお知らせ
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わたしの主張

東頸地区奨励賞

小堺　純一くん

　　　　（松代中2年）

自分にとって

部活とは

「友人でありライバルであ

る仲間と毎日練習です。夢

はみんなで全国大会出場で

す」と話す小堺くん

　入部以来、1年4ヶ月、今の自分は、1年前の自分
とは明かに違います。

　いちばんの変化は、精神面です。去年までの自分は、

記録が悪いとすぐに落ち込む傾向があ｝）ましたが、今

はそんな日があっても「次こそは」という気持ちに切

ン）換え、失敗を成功へのバネにすることができるよう

になりました。

　この成長の源は、第1に、まわりの友達や先輩たち

の存在です。やはケ）、自分をよ『）伸ばしていくには、

いい意味で競え合えるライバルが必要です。練習にも

気合が入り、途中で目標を見失うこともあ｝）ません。

　その点、僕はとても恵まれていました。練習でさえ

気を抜くとアッという間にリレーメンバーをはずされ

そうな崖っぷち状態で、練習は、毎日がライバルたち

との戦いでした。でも、そんな練習をしてきたからこ

そ今の自分があります。

　第2に、陸上というスポーツは、技術や体力、筋力

が勝負ですが、もっと大事なものがあることに気がつ

いたことです。

　それは「燃える心」です。いくら脚が速くてもいく

ら才能があっても、「燃える心」がないと、絶対に結果

はついてこないのです。そして、結果が出てもそれで

満足していると、記録が伸びなくなり、通用しなくなっ

てきます。

　しかし、「燃える心」を持って大会に臨めば、結果に

対して、自分で納得できるだろうし、何かを感じとっ

て次の大会へつないでいくはずです。

　実際、ある先輩が、後輩に負けて坊主刈りにしてか

ら、たった1ヶ月で5秒もタイムを縮めてしまいまし

た。人間、やる気を持つだけでここまで変われるなん

てと、とても驚きました。

　この「燃える心」は陸上だけに限ったことではあケ）

ません。野球、バレー、吹奏楽、どの部活動にも必要

なものだと思います。

　第3には、「強者の陰には、血のにじむような努力が

ある。」ことを知ったことです。教育実習に来られた先

生からそれを学びました。

　先生は中学時代、3種競技Aと走｝）高跳びで全国大

会に出場した実績の持ち主です。

　先生は、朝5時に学校に来て練習し、そのまま1日

授業を受け、放課後部活で練習し、夕食後、今度は町

の体育館で夜10時まで練習されたそうです。しかも、

これを毎日していたなんて……。全国に通用する選手

になった陰にはこれほどの努力があったのか、と頭を

殴られたようなショックを受けました。そして、僕も

先生までとはいかないけれど、つらい練習でもへこた

れず努力していかなくてはと、心が燃えてきました。

　このように、今の僕にとって、自分を最も生かしな

がら、自分を成長させてくれる場所が部活です。「生き

がい」といってもいいくらいです。

　その「生きがい」である部活動を一層充実させ、よ

ン）強く大きな自分になるために、今まで以上よ｝）ももっ

と練習や大会を楽しみたいと思います。たしかに練習

はきっいです。しかしきつい練習を乗ぴ）越えてこそ新

しい力、より強い力が養われることは間違いあン）ませ

ん。

　僕には、来年九州で行われる全国大会に、リレーで

出場するという夢があ｝）ます。その夢の実現に向かっ

て、自分の中に、どんどん強く新しい力や心みなぎっ

てくることを喜びに、ライバルたちと共に張り合いを

持って活動していきたいと思います。

雪
の
と
き
だ
か
ら

　
　
　
火
に
十
分
注
意

松
代
町
消
防
団
が

　
　
　
　
出
初
式

　
松
代
町
消
防
団
（
樋
口
堅
一
団
長
）

は
、
1
月
9
日
、
ふ
る
さ
と
会
館
に

お
い
て
部
長
や
本
部
員
な
ど
8
0
人
が

出
席
し
、
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
関
谷
町
長
は
、
「
今
後
も
住
民
と
と

も
ぼ
防
火
活
動
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」

と
、
ま
た
、
樋
口
団
長
は
「
無
火
災

が
平
成
10
年
H
月
鐙
日
か
ら
続
い
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
臼
ご
ろ
の
精
進

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

訓
示
を
述
べ
て
い
ま
し
た
、
ま
た
、

来
賓
の
石
野
町
議
会
議
長
は
「
住
民

が
安
心
し
て
暮
せ
る
の
も
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
。
今
後
も
地
域
の
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

を
じ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
大
雪
で
中
止
と
な
っ
た

出
初
式
、
今
年
は
積
雪
が
認
彼
．
と
小

雪
の
う
ち
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
、
室
野
地
区
に
お
い
て
も
第
4

分
団
の
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。
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No．14

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
6
市
町
村

1
ヶ
所
ず
つ
の
公
募
作
品
を
募
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
m
点
の
応

募
が
あ
り
、
1
次
審
査
で
各
5
点
ほ

ど
を
選
び
、
2
次
審
査
を
1
月
3
0
日
、

渋
谷
区
代
官
山
の
ヒ
ル
サ
イ
ド
プ
ラ

ザ
で
行
い
ま
し
た
。

　
2
次
審
査
は
、
一
般
・
報
道
関
係

に
公
開
す
る
形
式
で
行
い
、
1
次
審

査
通
過
者
が
作
品
の
紹
介
を
行
い
、

各
市
町
村
長
と
審
査
員
の
中
原
佑
介

（
大
地
の
芸
術
祭
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
審

実
働
の
鶴
御
饅

1
翁
葛
佛
鼠
映
臼
る

査
委
員
長
）
、
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ナ

イ
ダ
ー
（
大
地
の
芸
術
祭
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
川
俣
正
（
東
京
芸
術
大
学
教

授
）
、
出
原
均
（
広
島
市
現
代
美
術
館

学
芸
員
）
、
原
広
司
（
建
築
家
）
と
の

質
疑
を
へ
て
入
賞
者
を
表
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
者
は
今
後
作

品
制
作
に
入
り
、
大
地
の
芸
術
祭
で

作
品
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

6
作
品
の
中
か
ら
1
点
が
大
賞
と
し

て
選
ば
れ
、
賞
金
㎜
万
円
が
送
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東京・代官山で行われた公開審査（250名入場）

　
ま
た
、
今
回
の
公
開
審
査
に
当
た
っ

て
、
東
京
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
「
妻
有
ス
タ
ー
誕
生
」
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
の
入
っ
た
ポ
ス
タ
ー
制
作
、

広
報
活
動
や
運
営
に
参
加
す
る
な
ど

活
躍
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
「
大
地
の
芸
術
祭

実
行
委
員
会
　
十
日
町
地
域
事
務
組

合
企
画
振
興
課
」
（
暦
0
2
5
7
－
5

7
1
2
6
3
7
圃
0
2
5
7
1
5

7
1
2
2
8
5
）
ま
で
。

　　　　　E　盟

　　　　鑑

松代町　公募ポイント入選

　　　　Clover

大地の芸術祭・アートトリエンナーレ2000

公募作品展・入選者一覧

帯靱村 入　　選　　奮公募斌インド
作羅課・題 厩　　　各

十目町市
神明水辺公園と

その周辺
◎小さな家　一聞き忘れのないように一
川の対岸にある一本の木を眺める小さな部屋を作る。

伊藤嘉朗
（東京都荒川区　建築家）

川西町
川西ステージ・

節黒城連絡道

◎稜線計画Repair　Edge　Project

　人工的に削り取られた地表に砕石を詰めた金物のカゴを設置。人工斜面と補

修とその体躯を再露出再編成し人工的地盤としての記億に刻印する。

Deax　Arches

（東京都杉並区　建築設計グルーブ2名）

津南町
マウンテンパー

ク池周辺

◎Grove（森）
　旧テニスコートに小屋（がレージ上の形状をそのまま利用）を設置。内部に

は地域住民より集めた使い古しの鉛筆を立てて敷き詰める。

本間　　純
（神奈川県横浜市　アーティスト）

中里村 田尻の川原

◎中里スケアクロウ（案山子）ガーデン
　2000年：アルミ製の案山子を制作。3年往1にアーティストが招かれ新しい案

山子を制作。役目を終えた案山子は案山子博物館に展示

　長期計画：遊歩道の整備／案山子博物館の建設

クリス・マシュース
（イギリス出身アメリカ在住ランドスケーブ・

アーキテクト）

松代町 松代ステージ

◎Scaping　Oblects

　水、光￥風といった農耕に必要な情報を￥苗を模したオブジェクトで視覚化

する。同時にその設置、回収を田植え、刈り取りといった農耕のブロセスに置

き換え￥その結果生まれるランドスケーブを提示する。

Clover

（東京都　法政大学大学院生グルーブ8名）

松之山町
松之山温泉街入

口駐車場・法面

◎峡谷の燈籠
　7つの光る直万体（燈籠）を駐車場内に設置し、公衆電話、トイレ、サイン

などの機能を持たせる。燈籠は様々なレイアウトが可能で四季折々の景観を作

り出す。法面には丸太擁壁を装飾的に配置し￥最下段には照明を配置する。

㈲一級建築士事務所C　L　I　P

（東京都世田谷区建築設計事務所）
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璽騙擁交流をとおして

　　　　畑縣警流会
　　　　　、搬．陵川長助

一昨年の交流から一

　あけましておめでとうございます。2000年問題で日

本国中が不安を感じていたようですが、幸いに何事も

なく喜ばしい新年となりました。

　さて、私達の八王子交流も5周年を迎えることがで

きました。町役場、教育委員会、町民の多数のご指導、

菅刈田沢両集落の方々のご協力、さらに八王子自治労

のご尽力のおかげで非常に充実した交流となっており

ます。

　天水米コシヒカリも約80俵位の販売ができるよっに

なり、自治労の方々からも風味の良いお米とご好評を

頂いております。春から秋にかけては、・八王子市にお

いて特産品の販売を行うこともできました。また夏に

は子ども会も加わり都会の子ども達とともに、大自然

の中で学び、そして遊びました。その他にも春には田

植え、秋には稲刈りと、地域の方々のご協力をいただ

きすばらしい交流が実現しました。

　今年の第1目標は、何としても若い方から大勢入会

していただきたいということです。若い方のお力によっ

て2000年代の幕開けにふさわしい交流ができることを

望んでいます。子ども会育成会の方も「相互の子ども

たちの交流がより深まることを期待しています」と話

していました。今後の交流を見守っていきたいと思い

ます。

　この夏の大地の芸術祭開催に向けて、雪消えと共に

多くの現代美術の作家が訪れ、作品制作をはじめとし

た作業に取りかかります。また、期間中は、大地の芸

術祭実行委員会を中心としたイベントも予定され、こ

うした活動を支援していただけるボランティアを一人

でも多く必要としています。

　そこで、実行委員会では、多くの地域住民から事業

を知ってもらい、参加していただけるボランティアの

内容や時期についての「ボランティア募集説明会」を

下記日程で開催します。

◎ボランティア募集説明会

日時　2月23日㈱　午後7時～

会場　サンクロス十日町（十日町市本町6　十日町郵

　　　便局向い奥）

内容　大地の芸術祭概要とボランティアの内容説明

【こんなボランティアを必要としています】

・案内所での来訪者への対応

・各種イベントの運営

・現地での作品案内

・作品やイベントのビデオ等による記録ほか

一ステキ発見o～作品紹介一

津南町長賞『うしろの牛さんのんびりしてる』

　（高橋あずささん・千手小学校）

　審査員賞（阿部真理子）『なかよし雪だるま』

　　（佐藤実弥子さん・水沢小学校）
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松之山町長賞『お祭りの前日』

（殖栗かおりさん・中越高校）

わんぱく賞『枯木又のヤギ』

（森早里香さん・神奈川県）

ま
ご
こ
ろ
賞
『
ネ
コ
の
目
』

（
上
村
研
二
さ
ん
・
上
野
小
学
校
）

審査員賞（北川フラム）『小さな春のおとずれ』

　（小林和彦さん・仙田小学校）

　わんぱく賞『あれっ！』

（南雲加奈子さん・倉俣小学校）
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2／15（幻第1回役員会　於新潟県

人会館（18：00～20：00）

3／11～12（土・日）越後まつだ

3／1111：30まつだい駅集合
東京発7：48（あさひ307号）まつだ

い着10：25又は東京発8：56（あさ

ひ311号）まつだい着11：19が便利

会費　13，000円

〈つどい〉

2／27（日）伊沢会　於上野・吉池

13：00　圖柳　重次

　　　　　　　岱03－3395－9706
2／20（日）津南郷会（会長中沢光

男）於東中野・日本閣

1／16（日）東京松代会新年総会が

東急文化会館で開催された。

　松代町から関谷町長、石野町議

会議長はじめ大勢の各界代表の方々

や郷人会友誼団体の幹部のご出席

を得、また勲一等旭日大綬章の栄

に輝く衆議院議員高鳥修先生のご

祝辞などを頂き、市川会長から武

田新会長へとバトンタッチされた。

〈お知らせ〉

松代町の松寿大学が発行している

「いろり」が今年20号となり、発行

20周年を契機に東京松代会の会員

からも原稿を募ることになりまし

た。「いろ｝）」には70代80代の方が

大勢寄稿されておひ）ます。

　今年から会員の皆様からのご寄

稿をお願いします。是非ご応募く
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き
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し
ぶ
み
句
会

初
日
の
出
家
内
安
全
祈
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

初
詣
燭
の
灯
り
の
道
し
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

出
稼
ぎ
の
父
に
陰
膳
雑
煮
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

カ
マ
キ
リ
の
巣

　
新
年
が
町
け
た
ば
か
り
の
5
日
の

朝
、
奈
良
立
地
内
を
歩
い
て
い
た
ら

「
や
ち
」
家
の
前
の
崖
に
面
し
た
と
こ

ろ
に
立
つ
杉
の
木
の
下
枝
、
地
上
2

層
ぐ
ら
い
の
高
さ
に
カ
マ
キ
リ
の
巣

が
三
つ
も
縦
に
並
ん
で
付
着
し
て
い

る
の
が
目
に
入
り
、
雪
を
こ
ざ
き
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
乗
り
越
え
て
、
そ

れ
を
枝
ご
と
採
り
ま
し
た
。
一
つ
ず

つ
の
も
の
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
、
高

い
所
、
低
い
場
所
な
ど
カ
マ
キ
リ
の

勝
手
デ
シ
ョ
、
と
い
わ
ん
ば
か
り
で

す
が
、
こ
ん
な
低
い
と
こ
ろ
に
三
つ

も
揃
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
報
告
し
ま
す
。
よ
く

カ
マ
キ
リ
の
巣
の
高
低
で
も
っ
て
そ

の
冬
の
大
雪
か
ど
う
か
を
占
う
わ
雫

夷
で
賑
わ
い
ま
す
が
、
あ
る
民
放
テ

レ
ビ
番
組
の
中
の
実
験
で
、
冷
房
装

消
さ
れ
ざ
る
黒
板
の
メ
モ
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

夕
闇
に
女
礼
者
の
消
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

児
の
丈
に
合
は
せ
て
作
る
雪
だ
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

妊
も
れ
る
嫁
も
加
わ
り
年
酒
酌
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

置
の
中
で
マ
イ
ナ
ス
2
3
度
ま
で
冷
や

し
た
が
、
巣
の
内
部
の
温
度
は
プ
ラ

ス
2
度
を
保
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
、
と

い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
と
い
う
こ

と
は
、
カ
マ
キ
リ
の
巣
の
素
材
は
断

熱
保
温
効
果
は
絶
大
な
も
の
で
、
雪

の
中
の
温
度
差
な
ど
は
問
題
に
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
む

し
ろ
、
雪
に
埋
も
れ
た
方
が
厚
い
雪

の
布
団
で
マ
イ
ナ
ス
ま
で
は
下
が
ら

ず
、
敵
に
取
ら
れ
る
心
配
も
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
カ
マ
キ
リ
の
巣
（
正
し
く
は

卵
の
う
）
は
オ
オ
カ
マ
キ
リ
と
い
う
種

類
の
も
の
で
す
が
、
メ
ス
が
オ
ス
を

食
べ
て
栄
養
源
と
し
て
次
の
世
代
を

　
　
　
　
　
　
　
育
て
る
と
い
う
方

　
　
　
　
巣カマキ㌶騨
法
を
取
っ
て
い
ま

す
が
、
残
酷
の
よ

う
で
も
自
然
界
の

掟
（
お
き
て
ー
約

束
）
で
す
か
ら
仕

方
な
い
も
の
で
す
。

・
こ
う
し
て
無
事

に
冬
を
越
し
た
カ

マ
キ
リ
の
巣
か
ら
　
初
夏
の
こ
ろ
多

く
の
カ
マ
キ
リ
の
子
ど
も
が
生
ま
れ

出
て
、
身
軽
に
ピ
ョ
ン
と
跳
ね
た
り

し
て
新
し
い
世
界
に
巣
立
ち
去
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
ん
な
観
察
を
し
て
み

た
い
人
は
、
今
か
ら
カ
マ
キ
リ
の
巣

を
採
っ
て
、
窓
ぎ
わ
に
お
い
た
り
す

る
と
、
沢
山
の
子
ど
も
が
ガ
ラ
ス
に

取
り
付
い
て
い
る
の
を
発
見
す
る
日

が
来
る
で
し
ょ
う
。

　
カ
マ
キ
リ
の
巣
を
、
あ
る
と
こ
ろ

で
は
カ
ラ
ス
ノ
キ
ン
タ
マ
と
い
う
そ

う
で
す
が
、
誰
か
さ
ん
の
何
か
に
似

て
い
る
の
に
気
づ
く
こ
と
で
し
ょ
う

ね
。
松
代
町
に
は
こ
の
オ
オ
カ
マ
キ

リ
の
ほ
か
に
コ
カ
マ
キ
リ
と
い
う
の

が
、
た
ま
に
見
ら
れ
る
程
度
で
、
ほ

か
の
カ
マ
キ
リ
は
見
当
た
ら
な
い
よ

う
で
す
。
も
し
、
別
の
カ
マ
キ
リ
が

見
つ
か
っ
た
ら
、
あ
な
た
の
新
発
見

で
す
。
カ
マ
キ
リ
は
害
虫
を
捕
ら
え

て
食
べ
る
益
虫
で
す
。
今
度
手
に
取
っ

て
観
察
し
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ

う
。
つ
か
ん
で
も
痛
み
も
害
も
あ
り

ま
せ
ん
。
（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
六
）

く
ぐ
り
戸
の
奥
は
大
炉
の
古
刹
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

賀
状
か
く
く
せ
字
な
か
な
か
と
れ
ぬ

ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

大
寒
は
雪
の
室
野
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

惇
か
む
も
葬
送
な
れ
ば
我
慢
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
亀
．
」

　
　
　
　
　
　
　
、
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◆
児
童
手
当

　
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
、
前

年
所
得
が
一
定
以
下
の
人
に
申
請
し

た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
手
当
月
額
　
第
1
子
及
び
第
2
子
1
1

　
5
千
円
、
第
3
子
以
降
（
1
人
に

　
つ
き
）
1
1
1
万
円

◆
児
童
扶
養
手
当

　
父
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児

童
が
、
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最

初
の
3
月
3
1
日
ま
で
、
児
童
を
養
育
・

監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
．

対
象
ー
①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
が
遺
棄
ま
た
は
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
児
童

④
未
婚
の
母
の
児
童
⑤
父
が
生
死
不

明
の
児
童
な
ど

支
給
制
限
1
1
母
、
扶
養
者
の
所
得
制

限
有
、
母
が
事
実
婚
を
し
て
い
る
場

合
は
対
象
外

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害

を
持
つ
2
0
歳
未
満
の
児
童
を
自
宅
で

監
護
し
て
い
る
親
ま
た
は
養
育
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
．

【
問
い
合
わ
せ
】
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
住
民
課
児
童
手
当
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す

　
所
得
税
と
町
県
民
税
の
申
告
受
付

及
び
相
談
を
各
地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
日

程
を
確
認
の
う
え
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
◆
相
談
に
必
要
な
も
の

　
必
要
な
書
類
と
印
鑑
を
持
参
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
相
談
日
に
は
、
世
帯

内
の
所
得
者
全
員
の
申
告
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
．

◆
申
告
書
は
自
分
で
記
入
し
ま
し
ょ

　
軸
つ「

わ
ず
ら
わ
し
い
」
、
「
め
ん
ど
う
く

さ
い
」
と
い
わ
ず
、
税
務
署
か
ら
の

書
類
を
読
み
、
申
告
書
を
つ
く
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税
は
正
し
く
申
告

　
自
分
の
所
得
か
ら
正
し
く
税
額
を

計
算
し
、
忘
れ
ず
に
申
告
と
納
税
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
控
除
は
領
収
書
が
必
要

　
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
、
領
収

書
を
そ
ろ
え
、
あ
ら
か
じ
め
計
算
し

て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
が
で
き

ま
す
。

◆
ロ
座
振
替
に
よ
る
納
税
と
税
の
還

　
付
が
便
利

　
納
税
に
は
便
利
で
手
数
料
の
か
か

ら
な
い
振
替
納
税
を
、
ま
た
、
所
得

税
の
還
付
も
安
全
な
口
座
振
込
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
預
と
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
落
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
引
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
。
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
さ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
だ
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
く
滞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
め
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
替
確
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
お
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
振
替
納
税

は
納
付
期
限
も
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
指
定
す
る
金

融
機
関
（
銀
行
、
農
協
、
郵
便
局
、

信
用
金
庫
）
の
通
帳
（
振
替
納
税
は

印
鑑
も
必
要
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
係
ま
で
。

平成12年納税相談

（確定申告・還付申告）日程表
預貯金からの振替 現金納付

所得税 4月18日（火） 3月15日㈱

消費税 4月26日㈱ 3月31日箇

平成12年住民税申告日程表

麟灘i、二 軽雛！、寵難 、灘鰯蓑ミ…麟萎難

3目6目（月）

9：00～9：30福島
10：00～10：30奈良立

1：30～2：30
　　　　蒲生・名平

9：00～10＝30蓬平

3月7日（火）

9：00～10：00峠 1：30～3：00大伏

9：00～10：00苧島
1：30～2：30菅刈
2＝50～3：30小荒戸

3月8日㈱

9：00～9：45寺田
10：00～10：30莇平

1＝30～3：00田野倉

3：10～3：30仙納

9＝00～10：30干年
1：30～2：00木和田原

2：30～3：00竹所

3月9日休）

9：00～10：30室野 1：30～3：00儀明

1：30～2：30清水
2：20～2：40桐山

3月10日囲

9：00～9＝30池尻
10：00～10：30会沢

9：00～9：30孟地
9：45～10：20田沢

曝　　分 華　　前3 鰭　馨離

2月16目㈱
田沢・片桐山（住）・

滝沢（住）・中子（住）
小荒戸・池尻

2目17目体）
小屋丸（住）・東山
（住）・海老（住）

干年

2月18日箇 税務署受付 税務署受付

2月21日（月）
池之畑（住）・下山
（住）

会沢・清水・桐山・

太平（住）

2月22El（火） 孟地・苧島・菅刈 蓬平

2目23日㈱ 田野倉・仙納
莇平・小貫・寺田・

名平

2月24目休） 蒲生 儀明

2目25日箇 犬伏 奈良立・木和田原

2月28目（月） 福島・竹所・峠 室野

2月29目（火） 松代1－6班（住） 松代7－11班（住）

3目1日㈱ 松代12－16班（住） 松代17－21班（住）

3月2目㈲ 松代22－26班（住） 松代27－31班（住）

3月3日箇 松代32－45班（住）
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高田税務署長賞を受賞

あなたの税　　　　事、警，闘’

みえない誰かを劉瓢翻を深鵬とiが
　　　　ささえてる鶏謹糖嚇

　　　　　若山淳美さん（松代中3年）

●平成11年度税についての作文・標語入選者

【作文の部】

◎高田地区納税貯蓄組合連合会長賞

優秀賞　萬羽信子さん（松代中2年）

〈作品は1月号に掲載しましたのでご覧ください＞

◎東頸城郡租税教育推進協議会長賞

最優秀賞　柳安由美さん（松代中2年）

優秀賞　小堺百合香さん（同）

奨励賞　柳雅美さん（同）・小堺純一君（同）・

　　　　斉木真也君（同）

【標　語】

◎高田税務署長賞

署長賞　若山淳美さん（松代中3年）

◎東頸城郡租税教育推進協議会長賞

最優秀賞　山本千秋さん（1年）

優秀賞　柳早矢香さん（3年）・小堺祐香さん（同）

奨励賞齋藤巧行君（同）・柳太一君（1年）

鷺懸甕窃脇翻轟極講固樋叢趨　訟耀聴裡会橿撫協蹴会・松備町

●社会福祉協議会受付分

（受付順）

寄付者名　　　　　　　　　　　寄付金品

柳　　ヨキ様　　　　　　　　50，000円

松代分遣所様　　　　　　　　　40，000円

新潟遊戯業組合様　　　　　　　29型テレビ1台

三井企画㈱様　　　　　　　　　電動ベツド2台

宗教法人普明会教団新潟支部様　10，000円

若山福寿様　　　　　　　　　　10，000円

東頸城郡仏教会様　　　　　　　15，000円

ひょうたんクラブ様　　　　　　10，000円

しめ縄クラブ様　　　　　　　　10，000円

室野竹の子クラブ様　　　　　　21，188円

松代中学校吹奏楽部様　　　　　55，930円

小堺陽七郎様　　　　　　　　　　液晶プロジェクター

●松代町受付分

29型ハイビジョンテレビ及びビデオー式2台

　　　　　江ロ健三様（東京都小平市）

　江口健三さんは、松之山町の生まれで高校在学中か

ら当町の友人と親しくしていることから松代のことが

よく話題になるそうです。

　江口さんは「特別養護老人ホームを建設中と聞きま

した。広い意味で松代松之山は、わたしの故郷です。

ふる里で何かお役に立てればと思います」と話してい

ました。

　町では、芝峠温泉の食堂「見晴らし」に設置、もう

一台は、建設中の特老「ほくほくの里」で使うことに

しています。
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松代町ホームヘルパー養成研修

受構者募集のお知らせ
　町では町民の皆様にホームヘルパー
の資格を取得してもらい￥介護基盤の

充実と介護サービスの安定を目指す目

的で、ホームヘルパー養成研修（2級
及び3級）を実施いたしますので．受
講を希望される万は下記より申し込み
ください。

《実施期間》

　平成12年度から14年度まで

　平成12年度開催予定時期（開催臼等
は決定しだいお知らせします。）

2級研彦（平成12年4月から11目まで）

3級研修（平成12年6月から12目まで）
《受講要件》

2級　普通自動車免許を有する万で概
　　ね60歳未満の万。
　※3級の資格を有する万を優先とし
　ます。
3級　普通自動車免許を有する万。
《定　　員》

各30名程度

　※なお、受講希望者が多い場合は次

　年度の対象者とします。
　　（社会福祉法人東頸福祉会の業務

　　をお手伝いできる万．介護認定
　　された高齢者を有する世帯の万

　　等実施要綱に定める順位により
　　選定いたします。）
《講習時間》

　全課程受講しないと資格が得られま
せん。

2級・130時間（概ね20日間程度）
（学科58時間・実技42時間・実習30時間）

3級・50時間（概ね8日間程度）
（学科25時間・実技17時間・実習8時間）

《受講負担金》。

　研修開催時に納付していただきます。

2級ホームヘルパー養成研修負担金

　　　　　　　　　　25，000円
3級ホームヘルパー養成研修負担金

　　　　　　　　　　　6，000円
《申込み締切》

　平成12年3月21Eヨ（火）

《申込み万法》

　役場国保介護保険係窓ロで受講申込
書に必要事項を記入し、提出してくだ
さい。

　※受講料は養成研修開催時に納付し

　ていただきます。
《問い合わせ・申込先》

　松代町役場住民課国保介護保険係

　　　　　　　　　（盈7－2220）

就職ガイダンスにいがた2001

日時　4月10日（月）13：00～

～新潟県人事委員会・警察本部

の説明会～

日時　4月11～12日（火・水）

13：00～～中下越の企業参加

日時　4月14～15日（金・土）

13：00～～上越の企業参加

会場　にいがたUターン情報セ

ンター（費03－5771－7713　渋谷

区表参道　新潟館ネスパス内）

　県内に就職を希望する学生へ

の情報提供をできるよう登録制

度を設けています

問い合わせ　ハロ7ワーク上越

（暦0255－22－3148）

期間　2月19日（土）～3月26日（日）

開館時間　9：00～17：00

内容　1974年開館の群馬県立近

代美術館収集作品　群馬県出身

の湯浅一郎や福沢一郎などのほ

か、ルノアール、シャガール、

ピカソ、ローランサン、モネ

その他　2月26日（土）午後2時～

同美術館黒田亮子さんを迎えて

公演会あり

問い合わせ　新潟県立近代美術

館（盈0258－28－4111）長岡市宮

関町

期日　3月11～12日（土・日）

9：30～16：30（12日は15：30糸冬了）

会場　同公園内「暖の館」

内容　雪割草の展示即売他

入園料　冬期間は無料

問い合わせ　同公園管理センター

（智0258－47－8001）長岡市東方町

中山

⇔県立自然科学館

　　　　　（智025－283－3331）

休館日　毎週月曜日

　2月のプラネタリウム
　　　「めざせ、宇宙飛行士」

先着順　小中310円・大人410円

（プラネタリウムは200円増し）

⇔ドーム中里きらら（Uモール内）

　平日（鱈0257－63－4478）

　土・日・祝祭日

　　　　　（暦0257－63－2414）

　毎週日曜日午前11時～定期投

影テーマ「きららくんの太陽系

探検2」：今回は天王星や月、小

惑星を取り上げ、星の秘密をさ

ぐります。

ミュージックプラネ：2月26日

（土）午後4時～「ガンダム特集」／

料金いずれも一般200円・中学生

以下100円
⇔リージョンプラザ上越

　　　　　（暦0255－44－2122）

2月の休館日　毎週月曜日

　科学実験上越科学館　サイエ

ンスマジックショー20・27日①

11：30～②13：30～③15：30～小中

200円／科学工作教室　蒸気船づ

く｝）／映画会20・26・27日①

10：30～②14：30～道具を使う動

物たち・鐘をならしたきじ
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　松之山町浦田の老人保健施設

「希望の里」の職員を下記のとお

ン）募集しています。

職種　表のとおり

採用選考　随時

問い合わせ先　希望の里職員採

用係（暦02559－6－3015）

〒94H342松之山町浦田2955－1

職　　種
採用
予定数

応　募　資　格

資格・免許
　イト令
I　I12　1．1現～晋

事　務　員 1名
高校卒業以上の学力を有し社

会福祉士免許で、ワープロ及

びパソコン操作のできる人

18～40歳

作業療法士

理学療養士

各
1
名

有資格者で、自動車運
転免許を有する人 不　間

看護職員 3名

看護婦又は、準看護婦
免許を有する人または
資格取得見込みの人

不　問
2交替制

介護職員
4名

臨時4名

健康で入所老人の介護
に耐える体力と愛情、

熱意のある人

不　問
2交替制

　新潟禦難の謬慧箆・謹提蕎懸

　　県政謙澱牒蕪

　県では、広く県民の皆様から

県政についての建設的なご意見

やご提言をいただくために、次

の場所に「県政ポスト」を設置

し、所定のハガキを用意してい
ます。

　皆様からのお便1）をお持ちし

ています。

　役場庁舎正面玄関を入って右

の庁舎案内板においてあ壷）ます。

問い合わせ先　新潟県広報広聴

課まで（費025－285－5511内線2116）

　公庫の住宅ローンの返済でお

困りの方、返済負担を大きく軽

減することが可能な場合があり

ますので、ご相談ください。

　詳しくはご返済中の金融機関

または住宅金融公庫北関東支店

（奮027－232－6656）までお問い合

わせください。

薩翔・灘鐵闇題懸驚灘一闇催の

　　　　聡繍鎌嚢

日時　2月22日（畑4：00～

会場　上越マンテルホテル2階

桜の問（上越市本町5）

テーマ及び講師　　「活力を生む

人間集団づくり」本田技研工業

顧問　西田道弘氏

問い合わせ先　上越労政事務所

（暦0255－26－6110）

糟続登魏の無糀網談の

　　　　聡難鑛纏

　　新潟曝嗣法態i出会

　県司法書士会では2月を「相

続登記はお済みですか月間」と

して無料相談を実施しています。

　土地や家屋の相続登記につい

て無料相談を行っています。最

寄りの司法事務所へご相談くだ

さい。

　詳しくは新潟県司法書士会

（盈025－228－1589）まで

　廃棄物焼却炉には届け出が義

務づけられました。

　新たに廃棄物焼却炉などを設

置する場合、事前に届け出が必

要です。また、既存のものにも

適用されていますので、届け忘

れの方も届け出が必要です。

問い合わせ　県環境対策課環境

保全係（盈025－280－5154）・上越

保健所環境課（盈0255－24－6133）

　　　　窪㊤㊤難

　網畷纏槻響鋲撰教室

日日寺　2月24日（木）10：30～13：00

会場　東北電力十日町営業所

内容　　「やさしい和風料理」鯖

のピカタほか

定員　18名（はじめての方歓迎）

受講料　500円

その他　エプロン持参

申込先　十日町営業所お客様セ

ンター（暦0257－52－3107）

県癒羅繍灘講瀕展示維繍講

　　　　器羨鯉舞糞

★県庁2階西回廊ギャラリー

内容　山藤フォトコンテスト入

賞作品展

展示期問　平成12年3月10日㈹

まで展示中

公開時間　平日8：30～17：00、

最終日は15：00まで　※ただし、

県庁閉庁日は見学できません。

家庭から出る不燃こみ収集が4月から変わります、暑注意ください

　　　　　　　　一詳細チラシは3月配布予定一（住民課環境係）

◎「不燃こみ用指定袋」を導入

　4月から家庭の不燃こみ（以前は危険物として処

理していたもの）については「不燃こみ用指定袋」

に入れて出してもらうことにしています。「不燃こみ

用指定袋」は、現在使用の他のこみ袋と同様、町内

商店で3月から扱います。

　なお、町では、周知を図るため指定袋3枚を各家

庭に配布します。

◎空き缶などの回収物品に乾電池が加わります、ま

　た、スプレー缶も回収品目です

　今までのリサイクル物品に、新たに乾電池も加え、

日程を決めて回収します。また、スプレー缶も爆発

事故防止から回収しますので、不燃こみにしないよ

うこ協力ください。

◎粗大こみは、ステッカーを貼って各地区不燃こみ

　収集場所へ

　今までリサイクルセンターで行っていたテレビな

ど大型の粗大こみは今後各地区の収集場所で行いま

す。ステッカーを区長（または班長）から購入し粗

大こみに貼って出してもらうことになります。（違反

のものは『不適』として地区で対応してもらうこと

になりますので、各家庭でマナーを守ってください。）
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こ
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す
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平
成
3
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島
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そ
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。

　
最
後
に
寒
さ
も
本
格
的
に
な
っ
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ま
し
た
が
、
春
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す
。

皆
さ
ん
風
邪
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ひ
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よ
う

冬
を
乗
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だ
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い
。
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』
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原
平
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マ
マ
は
決
心
し
た
よ
』

　
　
　
　
ベ
イ
リ
i
・
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ワ
イ
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『
復
活
』

　
　
　
　
　
　
　
　
谷
川
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司

『
ロ
ボ
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ト
・
カ
ミ
ィ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
　
足
日

『
カ
エ
ル
の
べ
ん
と
う
や
』

　
　
　
　
　
　
　
　
安
江
　
リ
カ

圃
園
圏
囹

圏團《》璽回
（12月26日～1月25日）

げんきな良い子に（出生）

　　　ち　さと
横尾　千聖㌧・賢治・和佳子さん

　（女の子・松代・下町住宅）

ご冥福をお祈りします（死亡）

山本　カヨさん　　　　　92歳

　　　　　（犬伏・とくぜん）

山賀サツ子さん　　　　　75歳

　　　　（小荒戸・おばたけ）

宮澤　榮七さん　　　　　80歳

　　　　　　（下山・なかご）

池田　美義さん　　　　　　71歳

　　　　　（莇平・こうじや）

若山　一男さん　　　　　　62歳

　　　（室野・へいざぶろう）

本山シサオさん　　　　　82歳

　　　（木和田原・とくぜん）

小堺　ノブさん　　　　　92歳

　　　　（室野・ほうらいや）

堀川　清二さん　　　　　　70歳

　　　　（奈良立・せいきち）

柳　　辰三さん　　　　　　72歳

　　　　　（犬伏・げんぞう）

柳　　芳信さん　　　　　55歳

　　　　（奈良立・あたしゃ）

　男　　2，182人　　（一1人）

　女2，232人（±0人）
　計4，414人（一1人）
世帯数1，439世帯（＋2世帯）

　出生1人　　死亡8人
　転入11人　　転出5人
　　　（12年1月末日現在）

一人ロの動き一

　
少
子
化
で
ど
の
大
会
も
参
加
が
減

る
中
、
上
石
杯
ス
キ
ー
大
会
は
㎝
人

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
大
会
が
地
元
に
あ
る
と
い
う
こ

と
は
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て

近
隣
の
選
手
に
も
価
値
あ
る
大
会
で

す
。
こ
う
し
た
大
会
か
ら
、
多
く
を

学
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
▼

さ
て
、
大
会
前
日
の
話
し
で
す
。
前

日
は
、
選
手
が
コ
ー
ス
で
練
習
を
し

ま
す
。
小
学
校
4
年
生
の
女
子
選
手

が
コ
ー
ス
を
走
っ
て
い
る
と
、
後
ろ

か
ら
「
ど
け
！
　
こ
の
チ
ビ
、
バ
カ
」

と
い
う
声
で
追
い
越
し
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
競
技
で
は
、
前
を

走
っ
て
い
る
選
手
を
追
い
越
す
時
に

「
バ
ン
フ
ラ
イ
」
と
声
を
か
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

罵
声
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
学
校

や
地
域
の
指
導
者
は
、
自
分
の
選
手

の
声
援
に
夢
中
の
あ
ま
り
、
保
護
者

と
選
手
へ
の
マ
ナ
ー
を
教
え
て
い
る

の
か
疑
問
で
す
。
そ
ん
な
中
、
5

ぺ
ー
ジ
掲
載
の
松
代
高
校
3
年
生
選

手
の
コ
メ
ン
ト
は
爽
や
か
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
小
さ
い
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
世
界
に
は
ば
た
く
選
手
や
、
人
間

と
し
て
育
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。
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